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2018年 福島医大病院岡氏らが蛍光ガラス線量計の基礎検討を開始

福島県放射線治療懇話会の下部組織にProject G※１を発足
※１蛍光ガラス線量計を用いた出力線量評価

2019年 福島県内の全ての放射線治療施設で訪問測定を実施し学会にて報告※２

※２ 福島県放射線技術学術大会，第47回日本放射線技術学会秋季大会

2020年 Covid-19感染状況を鑑みて活動自粛

2021年 日本放射線腫瘍学会から出力線量の再確認の通知

東北および新潟地域から蛍光ガラス線量計を用いた出力線量の依頼を受ける

郵送測定の固体ファントム作成およびマニュアルを作成

2021年7月～ 郵送測定を実施（本報告）

福島県での蛍光ガラス線量計の取り組み



当初，郵送費用をどうするか・・・．

福島県放射線治療懇話会

Poject G

実質，“費用負担なし”で出力線量評価が実現可能となりました

あすなろ会代表渡邉様から

“だすよ” と



郵送測定の流れ

受け取り・送付物の確認

事前記入シートに入力

Web説明

照射

返送

解析・結果報告

福島医大病院発送から
結果報告まで2~3週間



・蛍光ガラス線量計 ：GD-302M（旭テクノグラス）

・読み取り装置 ：FGD-1000（旭テクノグラス）

・自作固体ファントム ：東洋メディック社製

自作固体ファントム一式

使用したもの

なんと！！
送料約800円ｻｲｽﾞ

蛍光ガラス線量計（GD-302M）



標準測定用（3D-CRT）
10素子（No.10：BG用）

高線量測定用（IMRT等）
10素子（No.10：BG用）

先端部に蛍光ガラス線量計を装填

複数回測定する場合は先端部のみ交換

自作固体ファントムとは



事前に“照射データ記入シート”に入力してもらいました

独自の質問項目



自施設の（IMRTなど）線量検証と同じ運用で，処方線量の算出をお願いした

色々あるので，こちらもいただきました

MU値・処方線量が分かる画面をメールに添付と返送時に同封

ポイント線量
体積平均線量一応，MU確認



・事前記入シートの不備などの確認

・蛍光ガラス線量計に関する質問

-測定線量領域はどこまでですか

-複数回、照射した方がよいか

-最小照射野サイズは

などなど多数

不安を少しでも解消するために，直前にＷｅｂ説明を実施

実照射する前に，5分～30分程度の時間で，幾つかの質問を確認



測定可能な固体ファントムは

平板固体ファントム 円柱固体ファントム

PTW30013が装填可能な固体ファントムのみ測定可能

自施設の（IMRTなど）線量検証と同じ固体ファントムで

水ファントム



☑自作固体ファントムと蛍光ガラス線量計20個

☑事前記入シートと直近の線量校正シート

☑治療計画装置で算出した値が分かる画面

返送する前にお願いしたこと

同封



・解析結果は素子ごとに報告

・解析する際に気になった点の確認

結果報告はメールで

解析結果の報告書 解析者からのコメント・質問等



医用原子力技術研究振興財団（財団）との違い

福島県放射線治療懇話会 財団

最大測定条件数 18条件 4条件※3

固体ファントム 自施設 財団

固体ファントム
補正

自施設 財団で補正

解析結果 素子ごと 3個の平均

布袋田.第18回福島県放射線治療懇話会.2018

※3 1セット（20本）において



・実施施設数：39施設 （2021.7～2022.5）

・解析した素子数：440素子

結果
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3D-CRT

IMRT

361．(82.0%)

79．(18.0%)

基準条件
218．(60.4%)

照射野条件
69．(19.1%)

Wedge条件
45．(12.5%)

その他 29．(8.0%)

本報告は基準条件（照射野10 cm × 10 cm、10 cm 深）のみ報告
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福島県放射線治療懇話会

医用原子力技術研究振興財団（令和2年）

結果の一例 基準条件（照射野10 cm × 10 cm、10 cm 深）

医用原子力技術研究振興財団 線量校正センターNews Vol.11 p31~33

治療計画装置算出値と蛍光ガラス線量計測定値との線量相違 (%)
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福島県放射線治療懇話会

医用原子力技術研究振興財団（令和2年）

医用原子力技術研究振興財団 線量校正センターNews Vol.11 p31~33

本活動の初期，蛍光ガラス素子（1素子）の急激な劣化（変化）による影響

結果の一例 基準条件（照射野10 cm × 10 cm、10 cm 深）
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福島県放射線治療懇話会

医用原子力技術研究振興財団（令和2年）

医用原子力技術研究振興財団 線量校正センターNews Vol.11 p31~33

本活動の90%以上で，治療計画装置算出値との相違は±３％以内であった

結果の一例 基準条件（照射野10 cm × 10 cm、10 cm 深）



まとめ

・郵送測定用の小さな固体ファントムと蛍光ガラス線量計を用いることで，

容易（梱包）に安価（送料）で実現可能であった

・自施設所有固体ファントムを用いることで，自施設のコミッショニング時の不確かさ

が含まれるものの，自施設の線量検証の運用評価が可能となった

・治療計画装置算出値と蛍光ガラス線量計測定値との線量相違が大きい場合、

エラーの特定が困難となり，訪問測定が必要であった（訪問測定を実施した）

東北および新潟地域の安心安全な放射線治療に貢献できるよう引き続き活動していく



現在，測定申込希望される・検討したいご施設は

放射線治療あすなろ会HPから，申し込みをお願いします



ご協力いただきました各施設の皆さま

この場を借りて御礼申し上げます、ありがとうございました

謝辞


